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朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
（
1
）

 

宮　

本　
　

悟

は
じ
め
に

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
は
、
北
緯
一
七
度
線
を
基
準
す
る
臨
時
軍
事
境
界
線
の
ベ
ト
ナ
ム
南
部
を
支
配
す
る
ベ
ト
ナ
ム
共
和
国
（
以
下
、
南
ベ

ト
ナ
ム
）
と
そ
の
支
配
に
反
対
す
る
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
の
軍
事
衝
突
に
端
を
発
し
た
一
九
六
〇
年
頃
か
ら
一
九
七
五
年
ま
で
続
い

た
戦
争
で
あ
る
。
臨
時
軍
事
境
界
線
の
ベ
ト
ナ
ム
北
部
を
支
配
す
る
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
（
以
下
、
北
ベ
ト
ナ
ム
）
と
そ
の
支
配
党
で
あ

る
ベ
ト
ナ
ム
労
働
党
は
、
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
を
支
援
し
た
。
ま
た
、
米
国
が
南
ベ
ト
ナ
ム
を
支
援
し
て
い
た
。

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
い
て
は
、
多
く
の
国
家
が
北
ベ
ト
ナ
ム
や
南
ベ
ト
ナ
ム
を
支
援
す
る
た
め
の
軍
隊
を
送
っ
た
。
米
国
の
他
に
韓
国
や

タ
イ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
が
南
ベ
ト
ナ
ム
に
支
援
軍
を
送
っ
た
。
ま
た
、
中
国
や
ソ
連
が
北
ベ

ト
ナ
ム
や
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
を
支
援
し
、
支
援
軍
を
送
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

中
国
は
、
鉄
道
兵
部
隊
や
防
空
作
戦
部
隊
、
国
防
施
設
修
築
部
隊
、
道
路
建
設
部
隊
な
ど
、
の
べ
三
二
万
人
余
り
を
一
九
六
五
年
六
月
か

ら
一
九
七
〇
年
七
月
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
に
送
っ
た
。
ま
た
、
一
九
七
二
年
五
月
か
ら
一
九
七
三
年
八
月
に
か
け
て
、
水
雷
の
排
除
や
陸
と
海

に
よ
る
輸
送
を
主
な
任
務
と
し
た
部
隊
を
ベ
ト
ナ
ム
に
送
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
中
国
軍
人
の
死
者
は
一
一
〇
〇
名
余
り
、
重
傷
者
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四
二
〇
〇
名
以
上
で
あ
っ
た
）
1
（

。

ソ
連
は
、
軍
事
顧
問
や
軍
事
専
門
家
、
地
対
地
ミ
サ
イ
ル
部
隊
、
戦
闘
機
部
隊
、
技
術
関
連
人
員
な
ど
六
三
五
九
名
の
ソ
連
軍
将
校
や
士

官
を
一
九
六
五
年
七
月
一
一
日
か
ら
一
九
七
四
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
に
送
り
、
一
三
名
の
戦
死
者
を
出
し
た
）
2
（

。

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
以
下
、
北
朝
鮮
）
も
北
ベ
ト
ナ
ム
や
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
を
支
援
し
て
ベ
ト
ナ
ム
に
派
兵
し
た
国

家
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
北
朝
鮮
が
ベ
ト
ナ
ム
に
派
兵
し
て
い
る
と
い
う
情
報
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
当
時
か
ら
存
在
し
た
）
3
（

。
ま
た
、
一
九
九
二
年

に
は
北
朝
鮮
か
ら
亡
命
し
た
元
北
朝
鮮
外
交
官
が
北
朝
鮮
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に
つ
い
て
回
顧
録
を
書
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
）
4
（

。

し
か
し
、
長
い
間
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
参
戦
し
て
い
た
こ
と
を
北
朝
鮮
は
対
外
的
に
公
表
し
な
か
っ
た
。
北
朝
鮮
に
お
い
て
、
朝
鮮
半
島

の
歴
史
を
学
習
す
る
た
め
の
代
表
的
な
教
材
で
あ
る
『
朝
鮮
全
史
』
の
一
九
六
六
年
一
〇
月
か
ら
一
九
七
〇
年
一
一
月
ま
で
記
し
た
第
三
一

巻
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
派
兵
す
る
決
意
を
表
明
し
た
こ
と
は
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
に
派
兵
し
た
こ
と
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
）
5
（

。

北
朝
鮮
の
外
交
史
を
論
じ
た
『
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
対
外
関
係
史
』
の
第
二
巻
で
も
、
ベ
ト
ナ
ム
に
派
兵
す
る
決
意
を
表
明
し
た
こ

と
は
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
に
派
兵
し
た
こ
と
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
）
6
（

。
ま
た
、
朝
鮮
労
働
党
の
基
礎
的
な
歴
史
学
習
教
材
で
あ

る
『
朝
鮮
労
働
党
略
史
』
や
『
朝
鮮
労
働
党
歴
史
』
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に
つ
い
て
全
く
言
及
し
て
い
な
い
）
7
（

。
金
日
成
の
論
文
や
演
説
な

ど
を
収
録
し
た
一
九
六
七
年
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
金
日
成
著
作
選
集
』
各
巻
や
一
九
七
九
年
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
金
日
成
著
作
集
』
各
巻
で

も
、
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に
関
し
て
言
及
し
た
論
文
や
演
説
な
ど
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
な
る
と
、
北
朝
鮮
の
要
人
が
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
を
対
外
的
に
認
め
る
行
動
を
始
め
た
。
二
〇
〇
〇
年
三
月
二
六
日

に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
て
い
た
北
朝
鮮
の
外
務
相
で
あ
る
白
南
淳
が
、
ハ
ノ
イ
の
約
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
東
方
面
に
位
置
す
る
バ
ク

ザ
ン
省
に
あ
る
朝
鮮
人
民
軍
将
兵
一
四
名
の
墓
地
を
訪
問
し
た
こ
と
が
『
読
売
新
聞
』
で
報
道
さ
れ
た
）
8
（

。
韓
国
の
『
聯
合
ニ
ュ
ー
ス
』
や
英

国
の
B
B
C
な
ど
で
も
報
道
さ
れ
、
対
外
的
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
）
9
（

。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
に
訪
米
し
た
北
朝
鮮
の
国
防

委
員
会
第
一
副
委
員
長
で
あ
る
趙
明
禄
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
授
与
さ
れ
た
勲
章
メ
ダ
ル
を
付
け
て
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
入
り
、
マ
デ
レ
ー
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ン
・
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
国
務
長
官
を
驚
か
せ
た
）
10
（

。

白
南
淳
の
墓
地
訪
問
や
趙
明
禄
の
勲
章
メ
ダ
ル
に
つ
い
て
は
北
朝
鮮
で
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
以
降
、
北
朝
鮮
は
ベ
ト
ナ
ム
派
兵

に
関
す
る
情
報
を
対
外
的
に
発
信
し
始
め
た
。
二
〇
〇
一
年
四
月
に
『
金
日
成
全
集
』
第
三
七
巻
が
出
版
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
に
派
兵
さ
れ

た
第
二
〇
三
軍
部
隊
の
軍
人
に
金
日
成
が
語
っ
た
談
話
が
掲
載
さ
れ
た
）
11
（

。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
一
年
六
月
に
出
版
さ
れ
た
『
金
日
成
全
集
』
第

三
八
巻
に
は
、
第
二
〇
三
軍
部
隊
の
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
功
績
に
対
す
る
祝
賀
文
が
掲
載
さ
れ
た
）
12
（

。
二
〇
〇
一
年
七
月
六
日
に
朝
鮮
中
央
放

送
は
、
北
朝
鮮
の
軍
隊
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
参
戦
し
た
事
実
を
報
道
し
た
）
13
（

。
ま
た
北
朝
鮮
の
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
委
員
長
で
あ
る
金

永
南
は
、
二
〇
〇
一
年
七
月
一
二
日
に
ベ
ト
ナ
ム
の
バ
ク
ザ
ン
省
に
あ
る
朝
鮮
人
民
軍
将
兵
の
墓
地
を
訪
問
し
た
が
、
こ
れ
は
朝
鮮
労
働
党

の
機
関
紙
で
あ
る
『
労
働
新
聞
』
で
も
報
道
さ
れ
た
）
14
（

。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
戦
死
し
た
人
民
軍
将
兵
の
遺
体
は
、
北
朝
鮮
の
人
民
武
力
部
副
部

長
で
あ
る
金
養
点
（
音
読
）
の
手
に
よ
っ
て
二
〇
〇
二
年
九
月
二
〇
日
に
北
朝
鮮
に
戻
り
、
人
民
軍
英
雄
烈
士
墓
に
安
置
さ
れ
た
）
15
（

。

北
朝
鮮
が
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に
関
し
て
対
外
的
に
情
報
を
発
信
し
始
め
た
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
プ

リ
ベ
ナ
ウ
の
研
究
に
よ
る
と
、
北
朝
鮮
の
空
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
一
九
六
七
年
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
参
戦
し
た
こ
と
を
ベ
ト
ナ
ム
の
政
府
機
関

が
認
め
た
の
は
二
〇
〇
一
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
）
16
（

。
米
国
の
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、「
北
朝
鮮
国
際
文
書
研
究
事
業
」
の

一
環
と
し
て
、
プ
リ
ベ
ナ
ウ
の
解
説
と
と
も
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
得
ら
れ
た
資
料
を
英
訳
し
て
二
〇
一
一
年
に
公
表
し
た
）
17
（

。

以
上
の
よ
う
に
北
朝
鮮
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
が
公
に
な
っ
て
以
来
、
そ
の
実
態
に
関
し
て
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

北
朝
鮮
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
参
戦
に
関
す
る
研
究
は
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
だ
資
料
が
公
開
さ
れ
始
め
た
頃

の
拙
稿
が
あ
る
の
み
で
あ
る
）
18
（

。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
新
た
に
公
開
さ
れ
た
北
朝
鮮
や
ベ
ト
ナ
ム
、
ア
メ
リ
カ
の
資
料
も
加
え
て
、
新
た
に

北
朝
鮮
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
、
東
ア
ジ
ア
の
数
多
く
の
国
々
が
参
戦
し
た
戦
争
で
あ
る
た
め
、

北
朝
鮮
が
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に
至
る
過
程
に
は
、
朝
越
関
係
で
は
な
く
、
米
ソ
の
冷
戦
や
中
ソ
対
立
な
ど
当
時
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
関

係
が
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
米
ソ
冷
戦
や
中
ソ
対
立
、
さ
ら
に
朝
越
関
係
を
論
じ
た
上
で
、
北
朝
鮮
が
ベ
ト
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ナ
ム
に
派
兵
し
た
過
程
を
検
討
し
、
そ
の
目
的
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
実
態
に
迫
り
た
い
。

た
だ
し
、
ま
だ
資
料
の
制
約
も
あ
っ
て
研
究
が
難
し
い
部
分
は
残
さ
れ
て
い
る
。
北
朝
鮮
が
ベ
ト
ナ
ム
に
派
兵
し
た
軍
種
や
兵
種
は
か
な

り
明
ら
か
に
は
な
っ
た
が
、
ま
だ
曖
昧
な
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
。
元
北
朝
鮮
の
外
交
官
で
一
九
九
一
年
に
韓
国
に
亡
命
し
た
高
英
煥
に
よ

る
と
、
北
朝
鮮
は
空
軍
や
歩
兵
、
輸
送
兵
、
化
学
技
術
機
材
を
扱
う
化
学
兵
な
ど
を
ベ
ト
ナ
ム
に
送
っ
て
い
た
）
19
（

。
北
朝
鮮
側
の
資
料
か
ら
は

空
軍
部
隊
と
さ
ら
に
工
兵
部
隊
が
送
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
）
20
（

。
ベ
ト
ナ
ム
側
の
報
道
に
よ
る
と
輸
送
兵
な
ど
空
軍
以
外
の
部

隊
も
送
ら
れ
た
こ
と
は
分
か
る
が
、
戦
闘
部
隊
は
空
軍
部
隊
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
）
21
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
た
と
え
兵
力
数
そ
の
も
の
は
少
な
く

て
も
、
朝
越
両
国
に
と
っ
て
空
軍
部
隊
の
派
遣
が
最
も
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
も
派
兵
に
関
し
て
は
、

空
軍
部
隊
を
中
心
に
論
じ
た
い
。

第
一
章　

社
会
主
義
陣
営
の
分
裂
と
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

 

第
一
節　
社
会
主
義
陣
営
の
分
裂
と
帝
国
主
義
陣
営
の
統
一

 

一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
朝
鮮
労
働
党
が
国
際
情
勢
を
評
価
す
る
た
め
の
重
要
な
指
針
の
一
つ
と
し
て
、
一
九
五
七
年
一
一
月
一
四
日
か

ら
一
六
日
ま
で
モ
ス
ク
ワ
で
行
わ
れ
た
社
会
主
義
諸
国
一
二
カ
国
の
共
産
党
お
よ
び
労
働
党
の
代
表
者
会
議
で
採
択
さ
れ
、
一
一
月
二
二
日

に
発
表
さ
れ
た
モ
ス
ク
ワ
宣
言
が
あ
る
。
モ
ス
ク
ワ
宣
言
で
は
、
帝
国
主
義
が
存
続
す
る
限
り
は
侵
略
戦
争
の
地
盤
も
ま
た
残
る
た
め
、
全

て
の
国
の
人
民
は
帝
国
主
義
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
戦
争
の
危
険
に
対
し
て
最
大
の
警
戒
心
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
宣
言
し
た
。
ま
た
、
労

働
階
級
と
そ
の
前
衛
隊
で
あ
る
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
党
は
社
会
主
義
革
命
を
平
和
的
な
方
法
で
遂
行
し
よ
う
と
す
る
が
、
搾
取
階
級
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が
人
民
に
暴
力
を
使
用
し
て
い
る
条
件
下
に
あ
っ
て
は
、
社
会
主
義
へ
の
非
平
和
的
移
行
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
宣
言
し
た
）
22
（

。

こ
れ
は
、
朝
鮮
労
働
党
に
と
っ
て
、
米
国
が
い
ず
れ
北
朝
鮮
を
侵
略
し
て
く
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

一
九
六
〇
年
一
一
月
に
モ
ス
ク
ワ
の
一
〇
月
革
命
四
三
周
年
記
念
式
典
に
参
加
し
た
八
一
の
共
産
党
及
び
労
働
党
代
表
者
に
よ
っ
て
開
催

さ
れ
た
会
議
が
採
択
し
、
一
九
六
〇
年
一
二
月
六
日
に
発
表
さ
れ
た
モ
ス
ク
ワ
声
明
も
、
一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
朝
鮮
労
働
党
が
国
際
情

勢
を
評
価
す
る
た
め
の
重
要
な
指
針
の
一
つ
と
さ
れ
た
。
モ
ス
ク
ワ
声
明
は
、
一
九
五
七
年
に
採
択
さ
れ
た
モ
ス
ク
ワ
宣
言
に
忠
実
で
あ
る

こ
と
を
満
場
一
致
で
確
認
し
て
、
最
大
の
問
題
は
戦
争
と
平
和
の
問
題
で
あ
る
と
し
、
侵
略
と
戦
争
の
主
な
勢
力
は
米
帝
国
主
義
で
あ
る
と

発
表
し
た
。
ま
た
、
帝
国
主
義
が
共
産
主
義
と
闘
争
す
る
た
め
に
団
結
し
て
い
る
条
件
の
下
で
は
世
界
の
共
産
主
義
運
動
を
団
結
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
国
際
共
産
主
義
運
動
の
統
一
を
絶
え
ず
強
化
す
る
こ
と
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
党
の
最
高
の
国
際
主
義
的
義
務

で
あ
る
と
発
表
し
た
）
23
（

。
こ
れ
は
朝
鮮
労
働
党
に
と
っ
て
北
朝
鮮
の
国
防
の
た
め
に
は
社
会
主
義
陣
営
の
団
結
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し

た
。こ

れ
ら
の
認
識
は
、
朝
鮮
労
働
党
の
国
防
政
策
に
反
映
さ
れ
た
。
北
朝
鮮
は
、
一
九
六
一
年
七
月
六
日
に
ソ
連
と
「
友
好
協
調
お
よ
び
相

互
援
助
に
関
す
る
条
約
」
を
締
結
し
、
七
月
一
一
日
に
中
国
と
「
友
好
協
調
お
よ
び
相
互
援
助
に
関
す
る
条
約
」
を
締
結
し
た
。
両
条
約
で

は
、
一
方
の
条
約
締
結
国
が
国
家
ま
た
は
国
家
連
合
か
ら
武
力
侵
攻
を
受
け
た
場
合
、
も
う
一
方
の
条
約
締
結
国
は
軍
事
的
及
び
そ
の
他
援

助
を
提
供
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
）
24
（

。

さ
ら
に
朝
鮮
労
働
党
は
、
一
九
六
一
年
九
月
一
一
日
か
ら
九
月
一
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
朝
鮮
労
働
党
第
四
回
党
大
会
で
モ
ス
ク
ワ
宣
言

と
モ
ス
ク
ワ
声
明
を
決
定
書
に
反
映
さ
せ
た
。
第
四
回
党
大
会
の
決
定
書
で
は
、
侵
略
と
戦
争
の
主
な
勢
力
は
米
帝
国
主
義
で
あ
り
、
米
帝

国
主
義
に
よ
っ
て
朝
鮮
半
島
統
一
の
平
和
的
解
決
と
極
東
の
平
和
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
と
規
定
し
た
。
ま
た
、
社
会
主
義
陣
営
の
統
一
を
強

化
す
る
こ
と
は
北
朝
鮮
の
対
外
政
策
に
お
け
る
確
固
不
動
の
基
礎
で
あ
る
と
し
、
国
際
共
産
主
義
運
動
の
力
の
成
長
は
朝
鮮
革
命
の
勝
利
の

保
証
で
あ
る
と
決
定
し
た
）
25
（

。
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ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
め
ぐ
る
朝
鮮
労
働
党
と
ソ
連
共
産
党
の
不
協
和
音
も
解
消
し
よ
う
と
し
た
。
一
九
六
一
年
一
一
月
二
七
日
に
開
催
さ

れ
た
朝
鮮
労
働
党
第
四
期
第
二
次
拡
大
全
員
会
議
に
お
い
て
金
日
成
は
、
一
〇
月
一
七
日
か
ら
一
〇
月
三
一
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
ソ
連
共
産

党
第
二
二
次
大
会
に
参
加
し
た
朝
鮮
労
働
党
代
表
団
の
事
業
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
そ
の
中
で
、
金
日
成
は
、
ソ
連
共
産
党
に
よ
る
ス
タ
ー

リ
ン
批
判
や
党
員
粛
清
は
ソ
連
共
産
党
内
部
の
問
題
で
あ
り
、
朝
鮮
労
働
党
は
干
渉
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
）
26
（

。
朝
鮮
労
働
党
は
、
他

の
共
産
党
と
お
互
い
に
干
渉
し
な
い
こ
と
で
、
ソ
連
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
主
義
陣
営
と
の
不
協
和
音
を
解
消
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ

る
。し

か
し
、
日
韓
国
交
正
常
化
を
目
的
と
す
る
日
韓
会
談
の
進
展
と
キ
ュ
ー
バ
の
ミ
サ
イ
ル
を
め
ぐ
る
ソ
連
の
行
動
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
労
働

党
は
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
っ
た
。
一
九
五
一
年
一
〇
月
二
〇
日
の
予
備
会
談
か
ら
始
ま
っ
た
日
韓
会
談
は
、
一
九
六
〇
年
に
入
る
ま
で

成
果
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
韓
国
で
朴
正
熙
政
権
が
成
立
す
る
と
日
韓
会
談
は
大
き
く
進
展
し
た
。
一
九
六
一
年
五
月
一
六
日
に

約
三
〇
〇
〇
の
兵
士
と
共
に
ソ
ウ
ル
を
占
領
し
た
朴
正
熙
は
、
張
都
暎
を
議
長
、
朴
正
熙
を
副
議
長
と
す
る
軍
事
革
命
委
員
会
を
成
立
さ
せ

た
。
五
月
一
八
日
に
張
勉
政
権
か
ら
政
権
を
委
譲
さ
れ
た
軍
事
革
命
委
員
会
は
、
五
月
一
九
日
に
国
家
再
建
最
高
会
議
と
改
称
し
、
七
月
三

日
に
張
都
暎
が
反
革
命
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
る
と
朴
正
熙
が
国
家
再
建
最
高
会
議
議
長
と
な
っ
た
。

一
九
六
一
年
一
一
月
一
一
日
に
朴
正
熙
が
日
本
を
訪
問
し
、
池
田
隼
人
首
相
と
の
首
脳
会
談
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
北
朝
鮮
で
は
、

一
一
月
二
四
日
に
平
壌
市
群
衆
大
会
が
開
催
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
群
衆
大
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
、
日
韓
会
談
に
反
対
す
る
運
動
が
高

ま
っ
た
）
27
（

。
平
壌
市
群
衆
大
会
で
は
、
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
副
委
員
長
で
あ
る
白
南
雲
が
日
韓
会
談
を
批
判
し
た
。
白
南
雲
は
、
米
帝

国
主
義
者
が
、
日
本
軍
国
主
義
勢
力
と
南
朝
鮮
傀
儡
の
結
託
を
骨
幹
と
し
た
戦
略
的
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
東
北
ア
ジ
ア
同
盟
を
一
日
も
早

く
結
成
す
る
た
め
に
、
日
韓
会
談
を
推
進
し
て
い
る
と
報
告
し
た
）
28
（

。
日
本
や
韓
国
、
米
国
な
ど
の
帝
国
主
義
陣
営
が
団
結
す
る
こ
と
を
北
朝

鮮
は
警
戒
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
一
九
六
二
年
に
な
る
と
、
反
対
に
、
社
会
主
義
陣
営
が
分
裂
す
る
兆
し
を
見
せ
始
め
た
。
米
国
の
偵
察
機
U
2
が
一
九
六
二
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年
一
〇
月
一
四
日
に
キ
ュ
ー
バ
の
地
上
を
撮
影
し
た
写
真
か
ら
、
ソ
連
が
キ
ュ
ー
バ
に
ミ
サ
イ
ル
基
地
を
建
設
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
た
。

ソ
連
が
米
国
に
近
い
キ
ュ
ー
バ
に
ミ
サ
イ
ル
基
地
を
建
設
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
米
大
統
領
は
キ
ュ
ー
バ
の
海
上
封
鎖
を
宣
言

し
て
新
た
な
ミ
サ
イ
ル
の
搬
入
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
ミ
サ
イ
ル
の
解
体
と
撤
去
を
一
九
六
二
年
一
〇
月
二
二
日
に
要
求
し
た
。
一
〇
月
二
三

日
に
キ
ュ
ー
バ
の
カ
ス
ト
ロ
首
相
は
全
国
に
戦
争
状
態
を
宣
布
し
た
。
北
朝
鮮
は
一
〇
月
二
五
日
に
米
国
を
批
判
す
る
政
府
声
明
を
発
表
し

た
）
29
（

。
だ
が
、
一
〇
月
二
八
日
に
ソ
連
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
首
相
は
キ
ュ
ー
バ
に
あ
る
ミ
サ
イ
ル
の
解
体
と
撤
去
を
発
表
し
た
。
米
ソ
に
よ
る
戦

争
の
危
機
は
回
避
さ
れ
た
が
、
ソ
連
と
キ
ュ
ー
バ
の
関
係
は
急
速
に
悪
化
し
た
。

キ
ュ
ー
バ
の
ミ
サ
イ
ル
を
め
ぐ
る
ソ
連
の
行
動
は
、
北
朝
鮮
の
危
機
感
を
高
ま
ら
せ
た
。
朝
鮮
半
島
有
事
に
お
い
て
、
ソ
連
が
キ
ュ
ー
バ

と
同
じ
よ
う
に
北
朝
鮮
を
見
捨
て
る
可
能
性
が
出
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
北
朝
鮮
は
公
に
ソ
連
を
批
判
せ
ず
に
、
一
九
六
二
年
一
一
月
二
九

日
に
金
光
侠
を
は
じ
め
と
す
る
軍
事
代
表
団
を
ソ
連
に
送
っ
た
）
30
（

。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
会
談
が
行
わ
れ
た
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ

た
。同

時
に
日
韓
会
談
も
さ
ら
に
進
展
し
た
。
一
九
六
二
年
一
〇
月
二
一
日
と
一
一
月
一
二
日
に
東
京
で
日
本
の
大
平
正
芳
外
相
と
韓
国
の
金

鍾
泌
中
央
情
報
部
部
長
が
会
談
し
て
、
問
題
は
残
さ
れ
た
も
の
の
早
期
妥
結
の
可
能
性
が
高
い
と
報
道
さ
れ
た
）
31
（

。
日
韓
会
談
の
早
期
妥
結
の

見
通
し
が
開
け
た
こ
と
に
よ
り
、
日
韓
会
談
は
大
き
く
進
展
し
た
と
い
え
よ
う
。

大
平
正
芳
外
相
と
金
鍾
泌
中
央
情
報
部
部
長
の
会
談
に
よ
っ
て
日
韓
会
談
が
早
期
妥
結
す
る
見
通
し
が
開
け
る
と
、
北
朝
鮮
政
府
は

一
九
六
二
年
一
二
月
一
三
日
に
初
め
て
政
府
声
明
と
し
て
日
韓
会
談
を
批
判
し
た
。
北
朝
鮮
政
府
声
明
で
は
、
平
壌
市
群
衆
大
会
に
お
け
る

白
南
雲
の
報
告
と
同
じ
く
、
戦
略
的
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
東
北
ア
ジ
ア
同
盟
を
形
成
す
る
た
め
に
米
帝
国
主
義
者
が
日
韓
会
談
を
推
進
し

て
い
る
と
批
判
し
た
）
32
（

。
社
会
主
義
陣
営
は
分
裂
し
て
い
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
帝
国
主
義
陣
営
は
団
結
し
て
い
く
と
い
う
危
機
感
を
朝
鮮
労

働
党
は
持
ち
始
め
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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第
二
節　
国
防
建
設
と
ソ
連
批
判

 

一
九
六
二
年
一
二
月
一
〇
日
か
ら
一
四
日
ま
で
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
第
四
期
第
五
次
全
員
会
議
が
開
催
さ
れ
た
）
33
（

。
こ
の
会
議
か
ら
朝

鮮
労
働
党
は
国
防
政
策
を
さ
ら
に
重
視
し
始
め
た
。
当
時
の
報
道
に
よ
る
と
、
こ
の
会
議
で
討
議
さ
れ
た
こ
と
は
「
新
た
な
情
勢
と
関
連

し
て
国
防
力
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
と
「
一
九
六
二
年
人
民
経
済
計
画
実
行
総
括
と
一
九
六
三
年
人
民
経
済
発
展
計
画
に
つ

い
て
」
で
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
北
朝
鮮
社
会
で
最
も
流
布
し
た
「
全
党
員
と
勤
労
者
は
、
片
手
に
武
器
を
持
ち
、
も
う
片
手
に
鎌
と

ハ
ン
マ
ー
を
持
っ
て
、
我
が
愛
す
る
郷
土
を
頼
も
し
く
防
衛
し
な
が
ら
、
社
会
主
義
を
も
っ
と
成
果
的
に
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
こ
の
会
議
で
初
め
て
使
わ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
会
議
で
は
、
経
済
の
発
展
に
一
部
制
約
を
受
け
て
も
、
ま
ず
国
防
を

強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
）
34
（

。
そ
れ
ま
で
経
済
建
設
に
重
点
を
置
い
て
い
た
朝
鮮
労
働
党
は
、
こ
の
会
議
で
、
経
済
建

設
を
犠
牲
に
し
て
も
、
国
防
政
策
に
力
を
入
れ
る
政
策
に
転
換
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
政
策
は
後
に
「
経
済
建
設
と
国
防
建
設
の
併
進
路

線
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
第
四
期
第
五
次
全
員
会
議
の
後
に
、
朝
鮮
労
働
党
は
ソ
連
共
産
党
指
導
部
を
現
代
修
正
主
義
者
や
修
正
主
義
な

ど
と
批
判
し
て
、
中
国
を
支
持
す
る
立
場
を
明
確
に
し
た
。
一
九
六
三
年
一
月
三
〇
日
に
は
、
中
国
共
産
党
と
中
国
を
孤
立
さ
せ
る
こ
と
は

社
会
主
義
陣
営
の
分
裂
を
招
く
た
め
、
中
国
共
産
党
に
対
す
る
一
方
的
な
攻
撃
に
反
対
す
る
と
い
う
内
容
の
社
説
を
『
労
働
新
聞
』
に
掲
載

し
た
）
35
（

。
同
日
の
『
労
働
新
聞
』
で
は
中
国
の
『
人
民
日
報
』
が
掲
載
し
た
一
九
六
三
年
一
月
二
七
日
付
の
社
説
で
ソ
連
共
産
党
指
導
部
を
批

判
し
た
「
モ
ス
ク
ワ
宣
言
と
モ
ス
ク
ワ
声
明
に
基
づ
い
て
団
結
し
よ
う
」
を
全
文
転
載
し
た
）
36
（

。

同
時
に
中
国
と
の
交
流
も
活
発
化
し
た
。
中
国
主
席
で
あ
る
劉
少
奇
の
招
待
に
よ
り
、
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
委
員
長
で
あ
る
崔
庸

健
が
中
国
を
訪
問
す
る
た
め
、
一
九
六
三
年
六
月
五
日
に
平
壌
を
出
発
し
た
）
37
（

。
当
時
の
制
度
で
は
、
中
国
主
席
と
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
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会
委
員
長
は
共
に
国
家
元
首
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
翌
六
月
六
日
に
北
京
に
到
着
し
た
崔
庸
健
を
劉
少
奇
な
ど
が
迎
え
た
）
38
（

。
そ
の
日
の
歓
迎
宴

会
の
演
説
に
お
い
て
、
劉
少
奇
は
朝
鮮
労
働
党
の
帝
国
主
義
に
対
す
る
闘
争
を
評
価
す
る
と
共
に
、
朝
鮮
労
働
党
の
現
代
修
正
主
義
に
対
す

る
闘
争
を
評
価
し
た
）
39
（

。
崔
庸
健
も
宴
会
の
演
説
に
お
い
て
、
朝
鮮
と
中
国
の
党
と
人
民
が
帝
国
主
義
と
修
正
主
義
に
反
対
す
る
共
同
の
闘
争

を
展
開
し
て
い
る
と
演
説
し
た
）
40
（

。
両
国
と
も
に
、
米
国
と
闘
争
す
る
と
同
時
に
、
ソ
連
共
産
党
指
導
部
と
も
闘
争
す
る
と
い
う
立
場
を
明
確

に
し
た
と
い
え
よ
う
。

一
九
六
三
年
六
月
五
日
か
ら
六
月
二
三
日
に
か
け
て
崔
庸
健
は
中
国
に
滞
在
し
た
。
六
月
二
三
日
に
は
、
崔
庸
健
と
劉
少
奇
と
の
共
同
声

明
が
発
表
さ
れ
た
。
共
同
声
明
で
は
、
現
代
修
正
主
義
に
反
対
し
て
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
純
潔
性
を
固
守
し
、
一
九
五
七
年
の
モ

ス
ク
ワ
宣
言
と
一
九
六
〇
年
の
モ
ス
ク
ワ
声
明
の
革
命
的
原
則
を
守
る
こ
と
が
、
各
国
共
産
主
義
者
の
課
題
で
あ
る
と
発
表
し
た
）
41
（

。
北
朝
鮮

と
中
国
は
、
共
に
ソ
連
共
産
党
指
導
部
に
反
対
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
と
い
え
よ
う
。

一
九
六
三
年
九
月
一
四
日
に
は
、
崔
庸
健
の
招
待
に
よ
り
劉
少
奇
が
北
朝
鮮
を
訪
問
す
る
た
め
に
北
京
を
出
発
し
た
）
42
（

。
翌
九
月
一
五
日
に

平
壌
に
到
着
し
た
劉
少
奇
を
金
日
成
や
崔
庸
健
等
が
迎
え
た
）
43
（

。
劉
少
奇
に
よ
る
北
朝
鮮
滞
在
も
比
較
的
長
期
間
に
な
っ
た
。
劉
少
奇
は
、
九

月
二
七
日
に
平
壌
を
離
れ
）
44
（

、
翌
二
八
日
に
北
京
に
到
着
し
た
）
45
（

。
こ
の
中
朝
両
国
の
国
家
元
首
に
よ
る
長
期
往
来
は
、
両
国
の
関
係
が
ど
こ
よ

り
も
深
い
こ
と
を
対
外
的
に
示
す
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

中
朝
関
係
が
深
ま
る
と
と
も
に
、
ソ
連
共
産
党
指
導
部
に
対
す
る
北
朝
鮮
側
の
批
判
は
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
一
九
六
三
年
一
〇
月
二
八
日

付
『
労
働
新
聞
』
に
「
社
会
主
義
陣
営
を
擁
護
し
よ
う
」
と
い
う
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
論
文
で
は
、
今
日
の
社
会
主
義
陣
営
と
国
際

共
産
主
義
運
動
は
内
部
的
な
意
見
の
違
い
に
よ
っ
て
厳
し
い
局
面
に
あ
る
こ
と
を
認
め
、
ソ
連
共
産
党
指
導
部
は
、
一
九
五
七
年
の
モ
ス
ク

ワ
宣
言
と
一
九
六
〇
年
の
モ
ス
ク
ワ
声
明
を
蹂
躙
し
、
帝
国
主
義
者
と
妥
協
し
て
彼
ら
に
譲
歩
し
て
順
応
し
て
い
る
と
批
判
し
た
。
米
ソ
の

歩
み
寄
り
は
、
む
し
ろ
社
会
主
義
陣
営
の
分
裂
を
招
い
て
い
る
と
朝
鮮
労
働
党
で
は
、
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
）
46
（

。

中
ソ
間
の
対
立
に
関
し
て
も
、
朝
鮮
労
働
党
は
ソ
連
共
産
党
指
導
部
を
批
判
し
、
中
国
共
産
党
を
擁
護
す
る
態
度
を
見
せ
て
い
た
。
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一
九
六
三
年
一
一
月
二
日
付
『
人
民
日
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
ソ
連
共
産
党
指
導
部
が
イ
ン
ド
と
連
合
し
て
中
国
を
反
対
し
て
い
る
真
相
」

と
い
う
中
印
紛
争
に
お
け
る
ソ
連
の
イ
ン
ド
支
持
を
批
判
す
る
論
説
を
一
一
月
二
日
付
『
労
働
新
聞
』
に
全
文
転
載
し
た
）
47
（

。
も
ち
ろ
ん
直
接

に
ソ
連
共
産
党
指
導
部
を
批
判
す
る
こ
と
も
続
け
ら
れ
た
。
一
二
月
六
日
付
『
労
働
新
聞
』
に
も
ソ
連
共
産
党
指
導
部
を
批
判
し
て
、
社
会

主
義
陣
営
の
団
結
を
主
張
し
た
社
説
を
掲
載
し
た
）
48
（

。

一
九
六
四
年
に
な
る
と
北
朝
鮮
は
、
中
国
以
外
の
社
会
主
義
国
家
に
対
す
る
ソ
連
の
政
策
も
批
判
し
始
め
た
。
一
九
六
四
年
四
月
一
九
日

に
、
ソ
連
共
産
党
指
導
部
が
個
人
崇
拝
を
看
板
に
掲
げ
て
他
の
社
会
主
義
国
家
の
内
政
に
干
渉
し
て
い
る
と
批
判
し
、
ソ
連
共
産
党
指
導

部
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け
を
重
視
す
る
政
策
を
採
っ
て
い
る
と
批
判
し
た
。
さ
ら
に
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
原
則
を
固
く
守
っ
て
帝

国
主
義
と
闘
争
し
て
い
る
の
は
中
国
共
産
党
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
中
国
共
産
党
こ
そ
が
社
会
主
義
陣
営
の
中
心
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
示

し
た
）
49
（

。
七
月
二
七
日
に
は
、
ソ
連
共
産
党
指
導
部
が
日
本
共
産
党
を
批
判
し
て
圧
力
を
か
け
た
こ
と
に
つ
い
て
、
同
じ
社
会
主
義
政
党
に
対

し
て
上
下
関
係
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
大
国
排
他
主
義
的
行
動
で
あ
る
と
批
判
す
る
社
説
を
『
労
働
新
聞
』
に
掲
載
し
た
。
こ
の
社
説
で

は
、
一
九
六
四
年
五
月
二
一
日
に
日
本
共
産
党
が
志
賀
義
雄
と
鈴
木
市
蔵
を
除
名
し
た
こ
と
に
対
す
る
支
持
を
表
明
し
、
ソ
連
共
産
党
指
導

部
が
志
賀
義
雄
・
鈴
木
市
蔵
に
よ
っ
て
日
本
共
産
党
を
分
裂
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
批
判
し
た
）
50
（

。
さ
ら
に
、
朝
鮮
労
働
党
も
ソ
連
共
産
党
指
導

部
に
よ
っ
て
過
去
に
似
た
よ
う
な
体
験
を
し
た
と
明
ら
か
に
し
た
）
51
（

。

こ
の
よ
う
な
ソ
連
共
産
党
指
導
部
に
対
す
る
北
朝
鮮
の
批
判
は
、
論
争
だ
け
で
な
く
、
一
九
六
四
年
一
二
月
一
五
日
に
モ
ス
ク
ワ
で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
世
界
共
産
党
協
議
会
議
に
対
す
る
不
参
加
と
い
う
態
度
で
も
あ
ら
わ
れ
た
。
世
界
共
産
党
協
議
会
議
に
反
対
し
、
代

表
団
を
送
ら
な
い
こ
と
を
一
九
六
四
年
八
月
三
一
日
付
『
労
働
新
聞
』
の
社
説
で
明
ら
か
に
し
た
。
世
界
共
産
党
協
議
会
議
は
、
中
ソ
の
最

も
激
し
い
論
争
を
呼
び
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
た
め
と
説
明
さ
れ
た
）
52
（

。
中
国
も
世
界
共
産
党
協
議
会
議
に
反
対
し
て
い
た
。

北
朝
鮮
が
一
方
的
に
ソ
連
を
批
判
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ソ
連
共
産
党
が
朝
鮮
労
働
党
を
批
判
し
て
、
朝
鮮
労
働
党
が
反
論
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
一
九
六
四
年
六
月
一
六
日
か
ら
六
月
二
三
日
ま
で
平
壌
で
開
催
さ
れ
た
第
二
次
ア
ジ
ア
経
済
討
論
会
を
ソ
連
が
ソ
連
共
産
党
機
関
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紙
で
あ
る
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
で
批
判
す
る
と
、
北
朝
鮮
は
一
九
六
四
年
九
月
七
日
付
『
労
働
新
聞
』
に
論
文
を
掲
載
し
て
反
論
し
た
）
53
（

。

北
朝
鮮
に
よ
る
ソ
連
批
判
は
、
一
九
六
四
年
一
〇
月
一
五
日
に
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
辞
任
す
る
ま
で
続
い
た
。
九
月
二
八
日
の
第
一
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
結
成
一
〇
〇
周
年
に
際
し
て
も
、
ソ
連
共
産
党
指
導
部
を
批
判
す
る
社
説
を
『
労
働
新
聞
』
に
掲
載
し
て
い
た
）
54
（

。
こ
の
頃

に
は
、
中
国
共
産
党
と
ソ
連
共
産
党
の
関
係
は
論
争
だ
け
で
は
な
く
、
戦
争
の
危
険
す
ら
あ
っ
た
。
中
国
建
国
一
五
周
年
慶
祝
行
事
に
参
加

す
る
た
め
に
崔
庸
健
を
団
長
と
す
る
北
朝
鮮
の
代
表
団
が
九
月
二
九
日
に
北
京
に
到
着
し
た
が
、
一
〇
月
七
日
に
崔
庸
健
と
会
談
し
た
毛
沢

東
は
ソ
連
が
中
国
と
戦
争
に
踏
み
切
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
準
備
に
着
手
し
て
い
る
と
崔
庸
健
に
語
っ
た
）
55
（

。

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
辞
任
す
る
ま
で
の
中
ソ
対
立
に
お
い
て
、
北
朝
鮮
は
一
貫
し
て
中
国
の
立
場
を
支
持
し
、
ソ
連
共
産
党
指
導
部
を
批
判

し
続
け
た
。
こ
の
北
朝
鮮
の
立
場
が
、
同
じ
く
ソ
連
共
産
党
指
導
部
を
批
判
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
北
ベ
ト
ナ
ム
と
の
関
係
を
発
展
さ

せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

 

第
三
節　
北
ベ
ト
ナ
ム
と
の
関
係
発
展

北
朝
鮮
と
北
ベ
ト
ナ
ム
の
間
に
国
交
が
樹
立
し
た
の
は
、
一
九
五
〇
年
一
月
三
一
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
は
ソ
連
と
北
ベ
ト
ナ
ム
の
間
に

国
交
が
樹
立
し
た
日
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
と
北
ベ
ト
ナ
ム
の
間
に
は
一
九
五
〇
年
一
月
一
八
日
に
国
交
が
樹
立
し
て
い
た
。
北
朝

鮮
は
、
中
国
が
北
ベ
ト
ナ
ム
を
承
認
し
た
か
ら
北
ベ
ト
ナ
ム
と
国
交
を
樹
立
さ
せ
た
の
で
は
な
く
、
ソ
連
が
北
ベ
ト
ナ
ム
を
承
認
し
た
か
ら

北
ベ
ト
ナ
ム
と
国
交
を
樹
立
さ
せ
た
と
い
え
よ
う
。
北
朝
鮮
に
と
っ
て
北
ベ
ト
ナ
ム
は
、
ソ
連
を
中
心
と
す
る
社
会
主
義
陣
営
に
お
け
る
多

く
の
国
家
の
一
つ
で
し
か
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
一
九
五
七
年
一
一
月
二
〇
日
に
「
朝
鮮
と
ベ
ト
ナ
ム
間
の
文
化
協
調
に
関
す
る
協
定
」
が
締
結
さ
れ
た
。
当
時
、
北
朝
鮮
は
国

交
関
係
が
あ
る
国
家
と
次
々
に
「
文
化
協
調
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
い
た
の
で
、
北
ベ
ト
ナ
ム
だ
け
特
別
に
締
結
さ
れ
た
の
で
は
な
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い
。
前
年
度
で
あ
る
一
九
五
六
年
に
北
朝
鮮
と
「
文
化
協
調
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
た
国
家
は
七
カ
国
に
も
達
し
た
）
56
（

。

ま
た
、
一
九
五
八
年
一
〇
月
一
八
日
に
は
「
朝
鮮
と
ベ
ト
ナ
ム
間
の
科
学
技
術
協
調
に
関
す
る
協
定
」
が
締
結
さ
れ
た
）
57
（

。
こ
れ
も
同
様

に
、
当
時
の
北
朝
鮮
は
国
交
関
係
が
あ
る
国
家
と
次
々
に
「
科
学
技
術
協
調
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
い
た
の
で
、
北
ベ
ト
ナ
ム
だ
け

特
別
に
締
結
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
北
朝
鮮
は
、
一
九
五
六
年
度
に
は
四
カ
国
と
、
一
九
五
七
年
度
に
は
二
カ
国
と
「
科
学
技
術
協
調
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
た
）
58
（

。

ま
た
、
一
九
五
八
年
一
一
月
二
八
日
か
ら
一
二
月
二
日
ま
で
金
日
成
首
相
が
北
朝
鮮
政
府
代
表
団
を
引
率
し
て
北
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し

た
。
こ
れ
も
北
朝
鮮
が
特
別
に
北
ベ
ト
ナ
ム
を
重
視
し
た
か
ら
と
は
考
え
に
く
い
。
一
九
六
〇
年
ま
で
に
北
朝
鮮
が
国
交
を
持
っ
た
一
四
カ

国
の
中
で
、
一
九
六
〇
年
ま
で
に
金
日
成
が
訪
問
し
な
か
っ
た
国
家
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
と
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
民
主

人
民
共
和
国
、
ギ
ニ
ア
共
和
国
だ
け
で
あ
っ
た
）
59
（

。
金
日
成
は
、
一
九
五
六
年
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
を
除
く
東
欧
七
カ
国
と
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共

和
国
を
訪
問
し
た
。
当
時
の
北
朝
鮮
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
を
修
正
主
義
と
批
判
し
て
い
た
た
め
、
金
日
成
は
訪
問
し
な
か
っ
た
。
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
と
ギ
ニ
ア
は
一
九
五
〇
年
代
の
新
興
独
立
国
で
あ
り
、
両
国
と
も
一
九
五
八
年
に
北
朝
鮮
と
国
交
が
樹
立
し
た
国
家
で
あ
っ
た
た

め
、
訪
問
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
だ
け
と
考
え
ら
れ
る
。
金
日
成
は
一
九
七
五
年
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
と
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
訪
問
し
た
）
60
（

。

一
九
五
〇
年
代
の
北
朝
鮮
は
、
ソ
連
と
中
国
以
外
の
社
会
主
義
陣
営
の
国
家
と
特
別
に
深
い
関
係
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
一
九
六
三
年
に
入
っ
て
朝
鮮
労
働
党
が
ソ
連
共
産
党
指
導
部
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
北
ベ
ト
ナ
ム
と
そ
の
支
配
政
党
で
あ
る
ベ

ト
ナ
ム
労
働
党
の
存
在
価
値
が
朝
鮮
労
働
党
に
と
っ
て
高
く
な
っ
た
。

朝
鮮
労
働
党
は
、
ソ
連
共
産
党
指
導
部
批
判
に
ベ
ト
ナ
ム
労
働
党
を
巻
き
込
も
う
と
し
て
い
た
。
北
ベ
ト
ナ
ム
人
民
会
議
常
務
委
員
会
委

員
長
で
あ
る
チ
ュ
オ
ン
・
チ
ン
の
招
待
に
よ
り
、
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
副
委
員
長
で
あ
る
朴
金
喆
を
団
長
と
す
る
最
高
人
民
会
議

代
表
団
が
、
北
ベ
ト
ナ
ム
を
親
善
訪
問
す
る
た
め
一
九
六
三
年
六
月
一
八
日
に
平
壌
を
出
発
し
た
）
61
（

。
一
九
日
に
ハ
ノ
イ
に
到
着
し
た
最
高
人

民
会
議
代
表
団
は
、
空
港
で
チ
ュ
オ
ン
・
チ
ン
た
ち
の
歓
迎
を
受
け
、
ベ
ト
ナ
ム
労
働
党
中
央
委
員
会
書
記
長
で
あ
る
レ
・
ズ
ア
ン
や
北
ベ
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ト
ナ
ム
首
相
で
あ
る
フ
ァ
ム
・
ヴ
ァ
ン
・
ド
ン
な
ど
を
表
敬
訪
問
し
た
）
62
（

。
し
か
し
、
こ
の
訪
問
で
は
、
北
朝
鮮
側
と
ベ
ト
ナ
ム
側
と
の
立
場

の
違
い
も
見
ら
れ
た
。
六
月
二
〇
日
に
最
高
人
民
会
議
代
表
団
を
歓
迎
す
る
た
め
開
催
さ
れ
た
宴
会
に
お
け
る
演
説
で
、
朴
金
喆
は
朝
鮮
労

働
党
と
朝
鮮
人
民
が
帝
国
主
義
や
修
正
主
義
と
闘
っ
て
い
る
と
語
っ
た
の
に
対
し
て
）
63
（

、
チ
ュ
オ
ン
・
チ
ン
は
修
正
主
義
批
判
を
行
わ
な
か
っ

た
）
64
（

。
し
か
し
、
朴
金
喆
は
ベ
ト
ナ
ム
労
働
党
が
修
正
主
義
と
闘
争
し
て
い
る
と
高
く
評
価
し
て
い
た
。
六
月
二
三
日
に
開
催
さ
れ
た
北
朝
鮮

最
高
人
民
会
議
代
表
団
を
歓
迎
す
る
群
衆
大
会
に
お
け
る
演
説
の
中
で
朴
金
喆
は
、
ベ
ト
ナ
ム
労
働
党
が
帝
国
主
義
と
修
正
主
義
に
反
対
し

て
断
固
と
し
て
闘
争
し
て
い
る
と
評
価
し
た
）
65
（

。
朴
金
喆
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
が
ソ
連
共
産
党
指
導
部
を
批
判
し
て
い
る
側
に
立
っ
て
い
る
こ
と

を
対
外
的
に
示
し
た
が
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

一
九
六
三
年
六
月
二
六
日
に
は
、
朴
金
喆
が
ハ
ノ
イ
で
招
待
宴
を
開
催
し
て
チ
ュ
オ
ン
・
チ
ン
な
ど
を
招
待
し
た
。
こ
の
招
待
宴
に
お
け

る
演
説
で
も
朴
金
喆
は
ベ
ト
ナ
ム
労
働
党
が
修
正
主
義
に
反
対
し
て
い
る
と
評
価
し
た
）
66
（

。
し
か
し
、
チ
ュ
オ
ン
・
チ
ン
は
、
ベ
ト
ナ
ム
労
働

党
と
ベ
ト
ナ
ム
人
民
は
ソ
連
共
産
党
と
中
国
共
産
党
の
会
談
が
期
待
さ
れ
た
成
果
を
得
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
語
る
に
止
め
た
）
67
（

。
ベ
ト
ナ
ム

側
は
ソ
連
を
公
に
批
判
す
る
こ
と
は
避
け
た
と
い
え
よ
う
。
六
月
二
八
日
に
最
高
人
民
会
議
代
表
団
は
大
き
な
成
果
を
得
な
い
ま
ま
ハ
ノ
イ

を
出
発
し
た
）
68
（

。

一
九
六
三
年
七
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
拡
大
会
議
に
お
い
て
北
ベ
ト
ナ
ム
親
善
訪
問
結
果
に
つ
い
て
報
告

し
た
朴
金
喆
は
、
朝
越
両
国
の
党
と
人
民
の
団
結
を
強
化
す
る
こ
と
に
お
い
て
特
に
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
の
は
ソ
連
共
産
党
指
導
部

に
反
対
し
て
断
固
と
し
て
闘
争
す
る
問
題
で
あ
る
と
語
っ
た
）
69
（

。
北
朝
鮮
は
ソ
連
共
産
党
指
導
部
に
対
す
る
闘
争
に
北
ベ
ト
ナ
ム
を
巻
き
込
も

う
と
し
て
い
た
。
だ
が
、
北
ベ
ト
ナ
ム
は
ソ
連
共
産
党
指
導
部
に
対
す
る
批
判
で
北
朝
鮮
と
歩
調
を
合
わ
せ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
労
働
党
は
、
一
九
六
三
年
一
二
月
一
九
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三
期
第
九
次
中
央
委
員
会
に
お
い
て
ソ
連
共
産
党
指
導
部
を
批
判

し
た
）
70
（

。
ベ
ト
ナ
ム
労
働
党
は
、
朝
鮮
労
働
党
と
同
様
に
、
ソ
連
共
産
党
指
導
部
を
名
指
し
で
は
批
判
し
な
か
っ
た
も
の
の
あ
る
程
度
、
中
国

共
産
党
や
朝
鮮
労
働
党
に
歩
調
を
合
わ
せ
始
め
た
と
い
え
る
。
そ
の
報
道
は
『
労
働
新
聞
』
に
も
掲
載
さ
れ
た
。
し
か
し
、
北
朝
鮮
が
中
国
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共
産
党
支
持
を
強
調
し
て
き
た
の
に
対
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
労
働
党
は
中
国
共
産
党
を
特
に
支
持
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
）
71
（

。
ベ
ト
ナ
ム
労
働

党
と
朝
鮮
労
働
党
は
、
ソ
連
共
産
党
指
導
部
を
批
判
す
る
こ
と
で
は
あ
る
程
度
共
通
し
て
い
た
が
、
中
国
共
産
党
に
対
す
る
立
場
が
異
な
っ

た
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
ベ
ト
ナ
ム
労
働
党
と
朝
鮮
労
働
党
は
米
国
に
対
す
る
闘
争
で
も
歩
調
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
九
六
三
年
一
〇
月
八
日

に
国
連
総
会
で
仏
教
徒
弾
圧
問
題
を
調
査
す
る
た
め
南
ベ
ト
ナ
ム
に
調
査
団
を
派
遣
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
〇
月

一
四
日
に
北
ベ
ト
ナ
ム
の
外
務
省
は
調
査
団
派
遣
が
米
国
に
よ
る
真
相
歪
曲
の
策
謀
で
あ
る
と
批
判
し
、
米
軍
が
南
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
撤
退
す

る
こ
と
を
要
求
す
る
声
明
を
発
表
し
た
。
北
朝
鮮
外
務
省
も
一
〇
月
二
五
日
に
北
ベ
ト
ナ
ム
外
務
省
声
明
を
支
持
す
る
声
明
を
発
表
し
た
）
72
（

。

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
一
〇
周
年
に
際
し
て
、
北
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
米
国
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
違
反
を
批
判
す
る
声
明
を
一
九
六
四
年
七
月

一
五
日
に
発
表
す
る
と
）
73
（

、
北
朝
鮮
は
北
ベ
ト
ナ
ム
政
府
声
明
を
支
持
す
る
政
府
声
明
を
七
月
一
八
日
に
発
表
し
た
）
74
（

。
ま
た
、
七
月
八
日
か
ら

七
月
二
五
日
ま
で
北
朝
鮮
に
滞
在
し
た
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
代
表
団
は
、
朝
鮮
人
民
と
ベ
ト
ナ
ム
人
民
が
「
米
帝
国
主
義
侵
略
者
と

そ
の
手
先
」
に
反
対
し
て
国
の
自
主
的
統
一
の
た
め
に
共
同
で
闘
争
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
朝
鮮
・
南
ベ
ト
ナ
ム
人
民
闘
争
支
持
委
員
会
と

の
共
同
声
明
を
七
月
二
五
日
に
発
表
し
た
）
75
（

。

一
九
六
四
年
八
月
二
日
に
米
国
の
駆
逐
艦
・
マ
ド
ッ
ク
ス
が
北
ベ
ト
ナ
ム
の
魚
雷
挺
と
交
戦
し
た
事
件
が
発
生
し
た
。
八
月
四
日
に
も
米

国
の
駆
逐
艦
・
マ
ド
ッ
ク
ス
が
攻
撃
を
受
け
た
と
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
八
月
五
日
に
米
国
は
北
ベ
ト
ナ
ム
に
報
復
爆
撃
を
行
っ

た
。
い
わ
ゆ
る
ト
ン
キ
ン
湾
事
件
で
あ
る
。
北
ベ
ト
ナ
ム
は
八
月
六
日
に
政
府
声
明
を
発
表
し
て
、
米
国
の
爆
撃
を
批
判
し
た
。
北
朝
鮮
も

八
月
六
日
に
政
府
声
明
を
発
表
し
て
米
国
の
爆
撃
を
批
判
し
た
）
76
（

。

こ
う
し
て
北
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
米
国
の
爆
撃
が
始
ま
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
に
朝
鮮
労
働
党
と
ベ
ト
ナ
ム
労
働
党
は
ソ
連
共
産
党
指
導
部

を
批
判
す
る
こ
と
で
歩
み
寄
っ
た
立
場
を
示
し
て
い
た
。
中
国
共
産
党
に
対
す
る
立
場
が
異
な
っ
た
が
、
米
国
と
闘
争
す
る
と
い
う
立
場
が

同
じ
で
あ
る
こ
と
で
も
立
場
を
同
じ
く
し
て
い
た
。
以
前
と
異
な
り
、
朝
鮮
労
働
党
と
ベ
ト
ナ
ム
労
働
党
の
交
流
は
格
段
に
深
ま
っ
て
い
た
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と
い
え
る
。
し
か
し
、
両
党
は
、
お
互
い
に
支
持
す
る
だ
け
で
、
ま
だ
支
援
物
資
や
支
援
軍
を
送
る
ほ
ど
の
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
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告
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
一
年
一
一
月
二
五

日
。

（
29
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
二
年
一
一
月
二
六
日
。

（
30
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
一
年
一
二
月
一
日
。

（
31
） 『
朝
鮮
日
報
』
一
九
六
二
年
一
〇
月
二
一
日
、『
朝
鮮
日
報
』
一
九
六
二
年
一
一
月
一
三
日
。

（
32
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
一
年
一
二
月
一
四
日
。

（
33
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
二
年
一
二
月
一
六
日
。

（
34
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
二
年
一
二
月
一
六
日
。

（
35
） 

社
説
「
社
会
主
義
陣
営
の
統
一
を
守
り
、
国
際
共
産
主
義
運
動
の
団
結
を
強
化
し
よ
う
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
一
月
三
〇
日
。

（
36
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
一
月
三
〇
日
。

（
37
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
六
月
六
日
。

（
38
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
六
月
七
日
。

（
39
） 

劉
少
奇
「
宴
会
で
行
っ
た
劉
少
奇
同
志
の
演
説
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
六
月
七
日
。

（
40
） 

崔
庸
健
「
宴
会
で
行
っ
た
崔
庸
健
同
志
の
演
説
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
六
月
七
日
。

（
41
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
六
月
二
四
日
。

（
42
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
九
月
一
五
日
。

（
43
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
九
月
一
六
日
。

（
44
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
九
月
二
八
日
。

（
45
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
九
月
二
九
日
。

（
46
） 「
社
会
主
義
陣
営
を
擁
護
し
よ
う
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
一
〇
月
二
八
日
。

（
47
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
一
一
月
三
日
。

（
48
） 

社
説
「
モ
ス
ク
ワ
宣
言
と
声
明
の
革
命
的
旗
幟
を
も
っ
と
高
く
掲
げ
よ
う
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
一
二
月
六
日
。

（
49
） 

社
説
「
国
際
共
産
主
義
運
動
を
分
裂
さ
せ
よ
う
と
す
る
策
動
を
阻
止
さ
せ
よ
う
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
四
年
四
月
一
九
日
。
こ
の
社
説
で
は
、
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「
こ
の
数
週
間
、
一
部
の
人
々
は
党
全
員
会
議
を
通
じ
て
、
演
説
や
出
版
物
を
通
じ
て
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
原
則
を
固
く
守
っ
て
い
る
兄

弟
党
た
ち
を
攻
撃
す
る
大
体
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
る
」
と
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
一
九
六
四
年
四
月
三
日
か
ら
再
開
さ

れ
た
ソ
連
共
産
党
に
よ
る
中
国
共
産
党
批
判
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
50
） 「
志
賀
義
雄
と
鈴
木
市
蔵
の
除
名
処
分
に
関
す
る
決
議
」
思
想
運
動
研
究
所
編
『
日
本
共
産
党
事
典
（
資
料
編
）』（
全
貌
社
、
一
九
七
八
年
）、

八
八
五
―
八
八
六
頁
。
日
本
共
産
党
が
賛
成
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
て
い
た
「
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
」
の
承
認
に
つ
い
て
、
一
九
六
四
年

五
月
一
五
日
に
衆
議
院
本
会
議
で
表
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
志
賀
義
雄
は
表
決
に
お
い
て
賛
成
投
票
を
投
じ
、
鈴
木
市
蔵
は
志
賀
義
雄
を

擁
護
し
た
た
め
、
日
本
共
産
党
第
八
回
中
央
委
員
会
総
会
で
両
名
の
除
名
処
分
が
決
議
さ
れ
た
（「
志
賀
義
雄
、
鈴
木
市
蔵
の
党
規
約
の
じ
ゅ
う

り
ん
と
党
破
壊
活
動
に
た
い
す
る
処
分
に
つ
い
て
」
同
上
、
八
八
六
―
八
九
二
頁
）。

（
51
） 

社
説
「
日
本
共
産
党
に
対
す
る
破
壊
策
動
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
七
月
二
七
日
。
過
去
に
似
た
よ
う
な
体
験
と
は
、

一
九
五
六
年
九
月
一
九
日
に
ソ
連
の
ミ
コ
ヤ
ン
と
中
国
の
彭
徳
懐
が
平
壌
に
来
て
、
八
月
三
一
日
の
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
全
員
会
議
で
除

名
さ
れ
た
人
物
た
ち
を
復
党
さ
せ
る
よ
う
に
北
朝
鮮
側
に
説
得
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
52
） 

社
説
「
分
裂
を
も
た
ら
す
各
国
党
の
会
議
は
阻
止
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
四
年
八
月
三
一
日
。

（
53
） 「
な
ぜ
平
壌
経
済
討
論
会
の
成
果
を
中
傷
す
る
の
か
？
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
四
年
九
月
七
日
。

（
54
） 

社
説
「
国
際
共
産
主
義
運
動
の
革
命
伝
統
を
固
守
し
よ
う
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
四
年
九
月
二
八
日
。

（
55
） 

朱
建
栄
、
前
掲
、
一
五
二
頁
。

（
56
） 

姜
根
祚
（
音
訳
）
編
『『
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
対
外
関
係
史
』
第
一
巻
（
平
壌
、
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）、
二
六
五
頁
。

（
57
） 

同
上
、
二
六
六
頁
。

（
58
） 

同
上
、
二
六
五
頁
。

（
59
） 

同
上
、
二
六
一
―
二
六
四
頁
。

（
60
） 

李
春
熙
、
前
掲
、
二
九
五
頁
。

（
61
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
六
月
一
九
日
。

（
62
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
六
月
二
〇
日
。

（
63
） 

朴
金
喆
「
宴
会
で
行
っ
た
朴
金
喆
同
志
の
演
説
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
六
月
二
二
日
。



310

（
64
） 

チ
ュ
オ
ン
・
チ
ン
「
宴
会
で
行
っ
た
チ
ュ
オ
ン
・
チ
ン
同
志
の
演
説
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
六
月
二
二
日
。

（
65
） 
朴
金
喆
「
群
衆
大
会
で
行
っ
た
朴
金
喆
同
志
の
演
説
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
六
月
二
四
日
。
た
だ
し
、
こ
の
「
修
正
主
義
」
と
は
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
の
チ
ト
ー
政
権
を
主
に
意
味
し
て
い
た
。

（
66
） 

朴
金
喆
「
宴
会
で
行
っ
た
朴
金
喆
同
志
の
演
説
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
六
月
二
八
日
。

（
67
） 

チ
ュ
オ
ン
・
チ
ン
「
宴
会
で
行
っ
た
チ
ュ
オ
ン
・
チ
ン
同
志
の
演
説
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
六
月
二
八
日
。

（
68
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
六
月
二
九
日
。

（
69
） 

朴
金
喆
「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
拡
大
会
議
で
行
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
親
善
訪
問
結
果
に
対
す
る
朴

金
喆
同
志
の
報
告
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
七
月
三
〇
日
。

（
70
） 

ベ
ト
ナ
ム
労
働
党
第
三
期
第
九
次
中
央
委
員
会
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
三
尾
忠
志
「『
大
漢
民
族
大
国
主
義
』
と
ベ
ト
ナ
ム
の
対
応
」
三
尾
忠
志

編
『
イ
ン
ド
シ
ナ
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
――
対
決
と
対
話
』（
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九
八
八
年
）
二
三
四
―
二
三
九
頁
、
ま
た
は
、
古
田

元
夫
「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
中
ソ
対
立
――
六
三
年
〜
六
五
年
の
ベ
ト
ナ
ム
労
働
党
の
政
策
展
開
と
中
国
・
ソ
連
」
日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
国
際

政
治
』
第
九
五
号
「
中
ソ
関
係
と
国
際
環
境
」（
一
九
九
〇
年
一
〇
月
）、
九
六
―
九
九
頁
参
照
。

（
71
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
四
年
一
月
二
二
日
。

（
72
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
三
年
一
〇
月
二
六
日
。

（
73
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
四
年
七
月
一
七
日
。

（
74
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
四
年
七
月
一
九
日
。

（
75
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
四
年
七
月
二
六
日
。

（
76
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
四
年
八
月
七
日
。


